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	オートファジー
	オートファジーとは？
	オートファジー（Autophagy）とは、Auto（自分）とPhagy（食べる）を組み合わせた、細胞
	細胞には、物質が移動するための経路が４つあります。
	①　分泌経路細胞の中から外へ移動する経路です。小胞体で作られたタンパク質は、ゴルジ体で糖鎖を付加
	②　エンドサイトーシス経路細胞の外から中へ移動する経路です。細胞膜で栄養成分、情報分子、病原体な
	③　生合成経路ゴルジ体からエンドソームへの輸送経路です。リソソームで働くタンパク質を運ぶのが主な
	④　オートファジー経路細胞質にあるものをリソソームに運んで分解する経路です。　1．自ら膜を作り（
	3．リソソームと融合する（オートリソソーム）ことで分解します。
	オートファジーの機能
	オートファジーには3つの主要な機能があります。
	①　栄養源の確保②　代謝回転（新陳代謝）③　有害物質の隔離除去
	①の栄養源の確保とは、例えば飢餓状態など細胞外から栄養成分が入ってこないときでも生き永らえるためのサ
	②の代謝回転とは、細胞内の新陳代謝のことです。成人男性の場合、一日約70gのタンパク質を食べ物から
	神経変性疾患とオートファジー
	がんとオートファジー
	アポトーシスとのクロストーク

